
釧 路 か ら 札 幌 ま で

短食二の二 大 浦 多恵子

 8月8日 朝 はや{3宿 め 後の釧賂川に行 つてみ た。 とりはだが たつ程 の涼 しさだつ ンと。

真夏の 京都では想像 も出来 ない。

今朝 も又 《 もり。 磨周湖は今 臼 も朝か ら霧のベール の中に ・練秘なそ の姿 黎か 《してい

るとの こ と り何 よ りの 心残 りだつ た6

 9時 に 宿 を出て,d7.7曲 り。ス サル と移 り変 るめず らしい景 色 を心 ゆ 《・まで楽 しみな

が ら,2キ ロの ドラィブコ ース を阿寒へ と急 ぐa途 中の 《ちはて た木 の枝に か らむサ ルオ

ガ セに奇異 を感 じ p箱 根の漢谷 を愚わせ る絶壁に ヒヤ ヒヤレた り9ボ ツとした り1思 わ
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ず出 る ハ コネ ノ腎ヤ マハ テン カノ ケン はt期 せずし て,大 合唱 とな るo

 阿寒最 初の展望合9双 岳台か らは雄大 な雄 阿寒岱 をまのあた りに のぞみ,昨 臼来 の ぐや

し さ も少 々 うす ちい だよ うだ。 しか し雌 阿寒岳の 後にひ っそ りと,そ の 姿をgか 《して い

た。 女 らしC…m… ・。

 このあた りの道路には,直 径 磁メー トル以上 もあ る大ツキの群落がある。人あ立姿より

も背の高い もの もある とか9雄 大な北海 道 にふさわ しい植物 だ。

 双 湖台 に 下車 し9ペ ンケ トーsパ ン ケ ト ii湖 な豊 む。先来よ りたちこめて いた霧 が

さっ と流れて,紺 壁 の湖面 と,そ れ を囲 む原始林 が 目に あ ざやか であ る。 そ こに は,今 な

勘,熊 ・鹿が棲息 している とか。

 双 湖台 に わかれ をつ げgア イヌとマ リモ の俵説の湖であ る阿寒湖 を遊 覧船 で湖上遊覧す

る。待 墓のマ リモ は,赤 茶 け て蝿辺 のさ ざ波 にゆ らいでい た。青 緑 色の ビ認_ド の様 なg

や わらか 《美 しい もの 盤想像 していた私蓮 には9又 々期待 はず 粘 しか し riGl:Y寒岳 がそ

の美 しい姿 を《っ きり と現 わ して私達を歓迎 して くれ たのが印象 的だ つ7ヒ。昼 食 を済 し,

阿寒 の町 をぶ らっ くと,い た る筋 でア イヌ八 が熊 を彫 刻 してい るの が霞に っい だ。ペ ン ダ

ン トだけ を小 さな板iの上 に並べ て あきない な してい た・噸入 の アイ ヌ人 の媚子 に ・察 女のバ

ッチが飾 られ ていた。そ れだ けで親 しさ とな っか しさをその態 で感 じ9ペ ン ダン トを求め

ずには おれなかっ た。 アイ ヌの男性 の た 《ましさ と,手 先の細か さにち く鴛 ぐな魅力 を感

じた"

 バス で釧 路 駅へ 向 う・ さす がに{た{た だ。 ガイ ド嬢の歌 も子 守 り歌 。 自然 とコ ツク リ,

コ ツク リ  ネ ンネン=3獄 リ a

釧 路 市街 に入 るとa本 州や 九州 で は見 よ うとして見 られな い広 々 とした李 野 が開 けて きた。

手 前 の鋼 路李野は見渡す阪 りの 第原で,馬 に乗 つ たカー ボー イ で も出て 来そ うな錯覚 を起

す。 そ ζに さきみだれ る名 もない小さ な叢 花の 生 禽力の強 さ と尊さが 胸 盈さ す◎.この 嶺 り

の士地 は,1坪5円 也 とか?

 釧路 の町 で2時 間 も昌由時 間があっ o晩 歌の町t釧 路 をぶ らっ 《こ とに しだ。時 間 を'

もてあま し ・喫茶 繕にみ つ o旅 の食事 の ・野菜不足 に悩 んで いた私逮 は ・念 にキユ ウ リ

をバ クつ きた《なり,八 百塗でそれな求め,喫 茶唐で洗つて もらいsが りが りと炉 じる。

野菜不足になりが ちな旅行で,や っ と気が落ちっい7ヒ。いかに も食物科にふさわしい行為

と臼負しているが? その時の給仕さんのポカン とした顔を今で も思い出 してはなつか し

んでいる。

一25一



 7時40分 。釧 路発の貌陣 でアカシヤの町札幌へ。夜の食事は ・ちら しずし(力 二 ・し

1
よ うが ・卵 ・しいたけ)。

 夜行の疲れ もみせず,朝6時30分 札幌に蒼 《。す ぐ様バスに乗車し朝食をと りに豪華

なサン ドイツチ ・牛乳 ・スイカ1こ満足し9ホ テルの前の時計台を見る。

      「 こ の 道 は9い つ か 来 た 道

       あ 、 そ うだ よ ほ ら 白 い 時 計 台 だ よJ

この日 も朝か ら小雨。よ ぐよ 《雨に見込まれ たらしい。

 北大の構内に入 り9そ の規模の大 きさにびっ 《りす る。一 面の緑の芝生,が っ しりとし

た大木`ζかこ まX'Lた北大の学生に羨望を感ぜずには血れなかった。ポプ ラ並木 も㌃雨 と,

大 勢の入の為,ロ マ ンティクに こそなれ なか っ たが,や は り印象 に残 る思 い出の一 っで あ

る。

 バスは札幌の町 を走 り9雪 自乳業の見学。本 当は途中通過 し牟札幌 ビールコ=場の見学を

望んで い たの だが,そ こは 素通 り。残念! アカ シヤ並 木 をパスで通 り羊 ケ丘_;:一`台へ。

 晴れ た 日にはg羊 が群を なし て,草 をはん でい る姿が 見 られ る羊 ケ丘 であ るがgこ の 日

は 朝か らの雨の為一 頭の羊 もそのや さしい姿 を見せ てお らず,た だ青 々 とした草 のみ が一

行 を迎 えて 《れ た。仕 方な 《牧草だ けを背景it 念 撮 影す る。
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